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紙飛行機をまっすぐ飛ばすための工夫

松山市立高浜小学校 第３学年 佐 藤 源
指導教諭 金 本 直 美

１ 研究の動機

ぼくは、ＮＨＫの『スゴ技』という番組で「紙飛行機をまっすぐ飛ばす」というのを見
た。しかし、飛ばしていた紙飛行機は、ぼくがいつも作っているものとは違い本物のよう
な形をしていた。そこで、いつも作っている紙飛行機をまっすぐ飛ばしたり、思い通りに
右回りや左回り、上向きや下向きの宙返りをさせたりすることができるのか試してみた。

２ 研究の実際

まっすぐ飛ばないのは左右の重さが関係しているのか。
【実験１】
紙飛行機を１０機折り、飛行機の中心に針で糸を通して

つり上げた時にどちらに傾くかを調べ、１０回飛ばしてど
ちらに曲がるのかを確認し、左右のバランスと曲がる方
向の関係を調べてみる。
＜新たな発見＞
右投げだと「右曲り」、左投げだと「左曲り」になることや投げ方も関係していること

が分かった。そこで、飛行機を飛ばす機械を作った。

【結果１】

同じ幅のものさし２本の間に、お菓子のプラスチッ
クケースをはさむ。一方に切ったゴムをセロハンテー
プではりつけて（飛ばす機械は）完成。飛行機の前側
に、引っかけるためのホッチキスの針をつけた。

＜表の見方＞
番 号―紙飛行機の番号
重 い 方―つるした時に重く

て傾いた方
数　　字―５ｍ離れた幅５０㎝

の間を通った回数。
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【考察１】
紙飛行機が曲がる理由は、重さが関係していた。しかし、同じ飛行機も重さとの関係

が逆になることもあった。ホッチキスの針のかけ方や飛行機の引き方が原因として考え
られる。
【実験２】
軽い方の羽にビニールテープをはって、左右の重さを同じにして飛ばす。飛行機の番

号４・５・６・８・９の５機を利用した。
【結果２】

【考察２】
羽の左右の重さが同じになるとまっすぐ飛ぶ。しかし、バランスをとるためにビニー

ルテープをはったら飛ぶ距離が短くなった。弱い風でも飛ぶ向きは大きく変わった。
どうしたら、右に曲がるように飛ぶのか。

【実験１】かじを作る。
飛行機の足の一番後ろ側に少し切れ目を入れてかじを作り、右側に折り曲げて飛ばし

てみる。
【結果１】
かじを右に曲げると右に曲がる。

【考察１】
下の図のように、風がかじに当たるとその力で飛行機本体が押されて曲がるのだと思

う。

：飛行機本体
：かじ
：風

【実験２】かじの大きさを変える。
かじの角度は約３０°曲げ、かじの大きさを５㎜×１㎝、２㎝、３㎝、４㎝と変えて飛

び方や曲がり方を調べた。

＜表の見方＞
○〔 〕内の数字は、軽い
方の羽にはった幅１８㎜の
赤いビニールテープの長
さ。

○（ ）内の数字は、重さ
のバランスをとる前の実
験 －１の結果。
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【結果２】 【考察】
かじが大きいと

飛び始めてすぐに
急に曲がり、小さ
いとスピードが遅
くなってからゆっ
くりと曲がった。

【実験３】かじを大きく曲げる。
かじの長さを１～４㎝に変えて、直角に右側に曲げて、手で投げる。

【結果３】
１㎝の時は、最初から大きく曲がり、投げ出した方向から約９０°の方向まで曲がった。

２～４㎝の時は、時計と同じ向きに回転し、飛ばなかった。
どうすれば宙返りするように飛ばせるのか。

【結果１】
上に曲げると上に曲がり、下に曲げると下に曲がって飛ぶ。

【実験２】
飛び出しのスピードを増すために、手で思いっきり投げる。

【結果２】
宙返りしなかった。

【実験３】
前部を折り返し、前を重くしてスピードが出るようにする。

【結果３】
宙返りしそうになるができない。父が投げるとできた。投げるスピードの違いが原因

だと思う。

【実験４】
扇風機の前から扇風機に向かって投げる。

【結果４】
扇風機の風に向かって投げると宙返りする。風が強いほど簡単に宙返りする。

【考察】
空気をどのように受けるかによって、飛行機の飛び方が変わる。飛ぶ距離を長くする

ためには、機体を軽くしたり、かじや羽の折り曲げを小さくしたりして、じゃまになら
ないようにしなければならない。風に向かって飛ばすと、かじや羽の折り曲げの効果が
よくでる。
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【実験１】
本物の飛行機には、主翼の後ろ側に角度の変わる小さな羽がある。それをまねして、
羽の一番後ろ側を上側や下側に折り曲げて飛ばす。



本物の飛行機も紙飛行機と同じように飛んでいるのか。
松山空港で見学した。離陸の時も着陸の時も、角度の変わる小さな羽を下向きに曲げ、

機首を上に上げ、風に向かって飛んでいた。

【予想】
この形が空に浮きやすく、また少しでも機体の下から羽や胴体に風を当てて空に浮こ

うとしているのだろう。
【実験】
飛行機の模型を紙で作り、扇風機の前で風に当てる。主

翼の後ろの角度の変わる羽の曲がっている向きによってど
れくらい浮くかを調べた。

【結果】

【考察】
羽の向きだけで随分浮き

方が違った。また、羽が下
向きの時は、扇風機から離
したところでつり下げても
弱い風を受けて飛び上がろ
うとしていた。逆に羽が上
向きの時や羽を重ねている
時は、飛び上がらなかった。

【まとめ】
飛行機は、滑走路を走るスピードが遅くても離陸できるように、着陸の時はゆっくり

と安全におりられるように浮き上がる力を使っているのだろう。そのために向かい風に
向かって離着陸しているのだろう。

３ 最後に

紙飛行機をたくさん折って、この自由研究でわかったことを試した。そして、紙飛行機
をまっすぐ飛ばしたり、思い通りに曲げたり、宙返りさせたりすることができるようにな
った。ボーイング７８７を後ろから見ると全部の羽が少し上向きになりＹの字のようになっ
ていた。だから紙飛行機の羽もＹの字になるようにすると、よりよく飛ぶような気がした。
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